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デューイ教育学における「学校という場」の 

現௦的≧ἣについて 
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Kenta Sugawara

�ࡣ �ࡌ �ࡵ に 

 ᮏ✏は、デューイ(John Dewey)の教育理論における「学校」の位置けを☜ㄆするとともに、

それが現௦的な≧ἣの中でどのような意をもち、また、そこにどのような課題をぢ出せるかにつ

いて⪃ᐹするものである。 

 とは言え、デューイによる教育理論、さらにそれらについてのཉ大な関連◊究のてを⥙⨶する

ことは、⣬ᖜの㒔合もあり㞴しいと⪃える。 

 またᮏ✏における目ᶆは、デューイの教育理論そのもののヲ⣽な⪃ᐹではなく、そこにある様々

な知ぢをもって「学校」という場の現௦的≧ἣを⪃ᐹすることにある。 

 このような理由により、ᮏ✏においては主にࠗ学校と社会࠘を中ᚰに、デューイの教育理論におい

て「学校」という場がどのようなものとしてᥥかれているのか、というⅬにὀ目して⪃ᐹを㐍めてい

きたい。 

  
�.学校ࡄࡵࢆる᪥ⓗ≧ἣ 

学校あるいは教育⎔ቃについて、中教ᑂ⟅⏦(2015)「᪂しい௦の教育やᆅ᪉生の実現に向けた

学校とᆅᇦの連ᦠ・༠ാのᅾり᪉とᚋの᥎㐍᪉⟇について」では、以下のㅖⅬが指されている。 

まず社会≧ἣ一⯡について「ᑡ子高㱋化、ࣟࢢーࣝࣂ化➼の㐍行」、「ᆅᇦ社会の教育力のప下」、

「ᆅᇦコミュニࢸを出するືきの広がり」、「ᐙᗞ教育がᅔ㞴な現≧➼」がᣲࡆられ、ḟに子ど

もをྲྀりᕳく教育⎔ቃについては、「ඣ❺生ᚐᩘのῶᑡ➼の≧ἣ」、「子供たちのつ⠊意識➼に関す

る課題」、「学校がᢪえる課題の」㞧化・ᅔ㞴化➼の≧ἣ」１といったものがᣲࡆられている。 

ここでは、これら一つ一つについての᳨ウは行わない。また、このような整理にどれどጇᙜ性

があるのかについてもゐれないが、ただ一Ⅼ、☜かなこととして言えるのは、ᑡなくとも教育⎔ቃ

のኚ化については、༢に学校のኚ化としてではなく、より広⠊な㡿ᇦにまたがる現象としてᢅわれ

ている、ということだ。 
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上グの⟅⏦ではにも「学校とᆅᇦの連ᦠ・༠ാ」や「ᆅᇦからಙ㢗される学校࡙くり」といった

⾲現が୪んでいるが、యを通して᫂示されている、あるいはᬯ㯲の解となっている学校の位置

࡙けは、まず教育⎔ቃにおいて主要なものであること、そしてそのようなものとしての学校は、そ

の࿘りにᏑᅾするᆅᇦ社会との⧅がりが必要となること、というⅬに集⣙できよう。 

そして、このように集⣙される学校観といったものは、実は㠀᫂示的なかたちで₯んでいる、も

う一つのᬯ㯲の解をᾋかび上がらせることとなっている。 

つまり、学校とᆅᇦ社会の連ᦠがᙉㄪされることは、㏫ㄝ的なかたちではあるが、学校とᆅᇦ社

会というつが、それࡒれูಶの――ᴟ➃に言えば的な――Ꮡᅾであるという前提がᙉㄪされ

ることと密接に⧅がっていると言えるのだ。 

㏆ᖺ、ኌ高にྉばれる「学校とᆅᇦ社会の連ᦠ」は、実はᮏ質的に学校とᆅᇦ社会の᩿⤯こそを前

提としている。 

このようにまとめるならば、例えばデューイが様々な⾲現でᙉㄪした、学校がもつコミュニࢸ

＝ᆅᇦ社会との༶離の関係という要⣲・機能は、日における学校のあり᪉にとってはᚋᬒに

㏥いていると⪃えられるのではないだろうか。 

もちろん、このような᩿⤯が生み出された要ᅉとして、デューイの௦にはീしえなかったよ

うな様々な教育あるいは社会シス࣒ࢸのኚ化があることは㛫㐪いないだろう。さらには、学校とい

う場についてのデューイによるグ述が、現௦における学校に対しては適用できないものであるとま

で言うことができるだろう。 

しかし、ᮏᙜにそうであろうか。 

学校という場は、ᮏ質的にᆅᇦ社会というシス࣒ࢸと的なものとしてᤊえるべきものなのだ

ろうか。 

ここからは、デューイにおける「学校」という場がいかなるものとしてྲྀりᢅわれているかを᳨ウ

しながら、密接に連ᦠをྲྀり合うべき㡯として位置࡙けられている学校と社会が、果たして「連

ᦠ」という⾲現をもって⧅がるべきものたちであるのかというⅬについて⪃ᐹしていく。 

 
�.デューイのᩍ⫱ᛮ 

前述のとおり、ここで᳨ウするのはデューイによる学校についてのᴫᛕである。 

まずデューイがどのような人物であったのかについて⤂していくが、ᮏ✏における主題を⪃៖

し、デューイという人物自యのㄝ᫂についてはᮏ✏での内ᐜに関わる必要᭱小㝈にṆめることとし

たい。 

ᮏ✏においてデューイという人物の≉ᚩをグ述する㝿に㔜要となる࢟ー࣡ーࢻは、「ࢸ࣐ࢢࣛࣉ

 。である「実㦂学校」「᪂教育(㐠ື)」「࣒ࢬ

ဴ学者としてのデューイは、࢙ࢪ・࣒ࣜ࢘イࢬ࣒らを௦⾲とするような、ࢸ࣐ࢢࣛࣉスࢺ
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の一人として、つまりいわࡺる観ᛕ論的ဴ学ではなく、より実㝿的で実用的、あるいは経㦂主義的

なဴ学をᛮ的基盤としている。もっとも、⏣中(2009)が指しているように、ᮏ質的にいっさい

の「形⪋上学的な目的を定立」せず、「目的をఱも立てない」࣒ࢬࢸ࣐ࢢࣛࣉに対し、デューイが

㆟論する「デࣔࣛࢡシー」や「成㛗」ᴫᛕなどは「目的をྵむ実質ᴫᛕ」２として位置いており、

この意でデューイはࢸ࣐ࢢࣛࣉスࢺの௦⾲として位置࡙けることはできないというぢ᪉もᏑᅾ

する。 

とは言え、そのようなᛮ的基盤からデューイは様々な㡿ᇦについての㆟論をᒎ㛤していったのだ

が、その㝿に㔜どされた㡿ᇦの一つとして教育が置かれた。 

デューイは、それまでの教育(＝ᪧ教育)が「子どもたちのែᗘのཷື性、子どもたちの機Ე的な集

団化、࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛと教育᪉ἲが⏬一的であること」３をᢈุし、そうではない᪂しい教育のあり᪉

として、以下の㠀常に᭷ྡな言ⴥをṧしている。ᑡ々㛗くなるがᘬ用しておこう。 

「ᪧ教育は、㔜力の中ᚰが子どもの外部にあるということを述べることで、要⣙することができ

るだろう。」 

「日わたしたちの教育に฿来しつつあるኚ化は、㔜力の中ᚰの⛣ືにかならない。」 

「このたびは子どもがኴ㝧となり、その࿘ᅖを教育のさまࡊまな置がᅇ㌿することになる。子

どもが中ᚰとなり、その࿘りに教育についての置が組織されることになるのである。」４ 

このようにデューイはそれまでの(学校)教育のあり᪉を㠃的にྰ定し、「子どもが中ᚰとなる」

ような᪂しい教育のあり᪉を提ၐした。 

そのうえでデューイは、᪂しい学校を実現あるいはయ現するためのものとして、シࢦ࢝大学௦

に㝃ᒓ小学校を設立した。 

これは༢なる㝃ᒓ小学校ではなく、様々な教育学理論の௬ㄝを᳨ドし、同にその結果をもって

さらなる教育実践を生み出していくための「実㦂ᐊ(laboratory)」としての意合いをもったもので

あり、デューイによる「実㦂学校(laboratory school)」㸳と呼ばれる。 

そこでの࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛ➼、実㦂学校のもつ≉ᚩについては、ྂくは 1936 ᖺに実㦂学校の教員でも

あった࣓イࣚー、࣡ࢻ࢚ーࢬらによるࠗデューイ実㦂学校࠘において⤂がなされた。そのᚋも第一

ḟ㈨ᩱあるいはḟ㈨ᩱを用いながら、᳃(2002)、༓㈡(2009)、ఀ⸨(2010)など、様々な論者によっ

て実㦂学校の≉ᚩは⤂されている。 

 
�.ᐇ㦂学校の≉ᚩと「学校」ほ 

ඛに述べたように(⬮ὀ 5 ཧ↷)実㦂学校はあくまでも「実㦂ᐊとしての学校」であり、必ずしもデ

ューイの教育的ᛮを直接的にయ現させるためのものではないと⪃えられる。 

とは言え、デューイにおける「学校」のあり᪉としては、この実㦂学校がどのようなものであるの

かをヲ⣽に᳨ウすることによって、部ศ的に᫂らかにすることはできるだろう。つまり実㦂学校の
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≉ᚩにおいて、デューイの教育的ᛮのᙳ㡪がⰍ⃰く現れていると⪃えられる部ศを᳨ウすること

には、デューイにおける「学校」のあり᪉を⪃ᐹする㝿に一定の意義があると⪃えられる。 

このⅬについては、ఀ⸨(2010)が実㦂学校における࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛ、あるいはデューイのⴭసから

のᘬ用を行いながら、例えばデューイにおける「学習」のあり᪉や、実㦂学校における実践➼につい

て⪃ᐹを行っている。それによれば、実㦂学校における学習は、༢なる教ᤵ活ືに㝶するかたち

で生み出されるものではなく、「それ自యは学習ではない活ືないし経㦂」の結果として生み出され

るものとぢなされていることがわかる。そのような「それ自యは学習ではない活ືないし経㦂」とは、

例えば「仕事」とヂされるような㸴࢟࢜ュ࣌イション(occupation)という活ືを意している。 

このようにᴫ観していったうえで、実㦂学校における࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛの構成ཎ理は「学校が┿の共同

య生活を⾲すこと」「活ືは子どものჾ㔞、ዲみ、ニーࢬを適ษに⾲現するものであること」➼の 11

ಶのཎ理で構成されていると整理し、その中で「木工・㣗・⾰」という「人㛫の典型的な活ື」であ

るところの「仕事」が行われ、それによって学習という現象が生み出されていると述べている㸵。 

これはあくまでも実㦂学校の࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛ構成ཎ理であるが、そこにはデューイによる「学校」の

あり᪉がⰍ⃰くグされていると言える。 

つまり、デューイにおける「学校」とは、༢に知識を外部からὀධするための設ではなく、子ど

もがもつ≉質あるいは要求に対して適ษに応えうるような仕組みをഛえ、かつ「共同య生活を⾲す」

ようなものであることが求められているのだ。 

 
4.デューイにおける「学校」 

このようなデューイにおける学習観は、それが組織化される場所としての「学校」について、以下

のような≉Ṧな学校観として⾲現されている。 

例えばそれは「⚾の教育的ಙ᮲」において示されているような「教育は社会的ࢭࣟࣉスであり、学

校は、人㢮として⥅ᢎしてきた㈨※を共᭷させ、子どもが自らの力を社会的目的のために用する

たにの᭱もຠ果的な、あまࡡくస用が集中するコミュニࢸの形」という⾲現や、あるいは学校を

「一つの共同య生活の形式」㸶と⾲しているように、デューイにとっての「学校」は、社会的ࢭࣟࣉ

スやᆅᇦコミュニࢸとは⊂立にᏑᅾするようなものではなく、ᆅᇦなどそれら「外的」なᏑᅾを内

部にྵみこんだものとして定義࡙けられている。 

それでは、このようなコミュニࢸとしての学校とは、どのようなものであると⪃えられるだろ

うか。 

 
5.コミュニティとしての学校 

前述のとおり、デューイにとっての「学校」は一つのコミュニࢸとして位置࡙けられるようなも

のであった。ただしそれは、それ以外のᏑᅾとศ᩿することによって成立するものと言うよりも、

214　豊岡短期大学論集　第14号（2017）



 
 
豊岡短期大学論集 第 14 号 (2017) 
 

 ― 5 ―

むしろ連結・接合されることによって成立するものだと言える。 

例えばデューイは以下のように述べている。 

 
「学校は、将来なされるであろうある種の生活と、抽象的でじっさいとはかけ離れた関係をもつ

ようなレッスンを学ぶ場所ではなしに、生活と親密に結びつき、子どもがそこで生活を指導される

ことによって、子どもが学ぶうえでの住み処となるような機会を提供することになる。学校は、小

型の共同社会、胎芽的な社会となる機会を得るのである。」９ 

 
このように、デューイにとっての「学校」はただ知識を身につけ(させ)る場所ではない。それは前

述したような広義での学習、つまり仕事を通した学習が行われる場所である。 

また、杉浦(2002)で整理されているように、子どもたちが日常生活を営むなかで身につけていく

もの(＝「社会生活を通しての無意識の教育」)に対して学校教育は優位性をもたない。むしろ、「社

会生活を通しての無意識の教育の過程」は、学校教育においても厳守されなければならないものであ

るとデューイは言う。ただしこのような教育の過程は偶然性が高すぎる。そこで、普遍性を担保し

たかたちに社会生活を組織化することで、「組織し直された社会生活」１０を通した教育が行われるよ

うになる。 

その一つの形式として、例えば「木工」などの形式で行われるそこでの仕事は「一人ひとりの責任

を厳しく要求し、かつ生活における物質的現実とのかかわりにおいて、子どもを訓練していくよう

な」ものとして示されているが、「学校において追究される典型的な仕事は、すべての経済的圧力か

ら解放されている」１１と述べられているように、それは必ずしも職業教育、あるいは職業に向けた専

門教育と同義ではない。 

そこで生み出されることが期待されているのは、「自由なコミュニケーションの精神」であり、「た

んなる学識の習得」１２や、その結果を用いた「利己主義に陥りがち」１３な競争とは異なっている。

むしろ集団内でその構成員が互いに高め合うような相互行為(「助けられる者の力を自由に発揮させ、

その者にやる気をいっそう起こさせるような援助」１４を可能にするようなものこそが仕事と呼ばれて

いる。 

このように、デューイにおける「学校」では、互いの自由なコミュニケーションを可能とする、あ

るいは必要とするような一連の「仕事(occupation)」という実践の中で、教育という営み・現象が生

み出されている。 

ただしその場合に行われる仕事は、外部に基準を置いたかたちで客観的に設定される課題のよう

なものではなく、また職業生活への適応を目指して行われる職業教育でもなく、学習者の社会生活

を基盤として構成される「組織し直された社会生活」を通して構成されるものである。 

つまりデューイにおける「学校教育」は、以上のように様々な学習者の社会生活を基盤とした仕事
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という実ᡓのなかで、「自由なコミュニケーションの精神」が生み出されていく一連の営みであると

まとめることができる。 

もちろん「自由なコミュニケーションの精神」が生み出されればそれでⰋいということではなく、

ᗘはそのような精神を基盤として例えば「⛉学的なὝᐹ力」が⋓得されていく。そしてそこで「⋓

得されたὝᐹ力が、現௦の社会生活へ自由かつ✚ᴟ的にཧຍするための可Ḟな㐨ලになる」１㸳の

だ。 

このような教育が生み出される、行われる場所こそがデューイにとっての「学校」である。それは

教育という㡿ᇦそれ自యへの║ᕪしだけではなく、以下に⤂する、(Ẹ主的な)社会とはどのような

ものか、あるいはどのように実現していくかという、ဴ学者としてのデューイによる║ᕪしを⫼ᬒ

としたᛮであると言うことができるだろう。 

「社会とは、共通の㐍㊰にἢい、共通の精神と共通の目的とにかかわってാいているがࡺえに、結

合されている一定ᩘの人々から成るものである、ということができる。この共通の必要と目的とが

ᛮのὶを助㛗し、共ឤによるឤの⤫一を助成するようにと、ますます要求するのである。」１㸴 

 このように、ここまでに☜ㄆしてきたデューイにおける「学校」のጼとは、そのままデューイにお

ける「(Ẹ主的な)社会」のጼと㔜なり合う。 

 
�.௦のኚと学校 

 しかし、このような学校(教育)のあり᪉は、「学校というもののイ࣓ーࢪにᅛᇳしている人びとに

対して」「⾪ᧁをえる」１㸵ようなものであることをデューイ自身も自ぬしていたと言える。 

 これらの主ᙇは、過にไᗘ化されてしまった学校教育を、ఏ⤫的な(学校)教育に置きえるべき

だという㢮の主ᙇではない。 

デューイはᙜのᴟめて大きな社会的ኚ化(⏘業構㐀、人ཱྀ⛣ື、生活習័、᐀教的関ᚰなど)のな

かで、教育もまた大きなᙳ㡪をཷけると⪃えた。そのうえで「自ศたちがኻったものに௦わって、得

たものをㄆめないわけにはいかない」と述べ、様々な᮲௳がኚ化した᪂たな௦において、「ᐶᐜさ

にᐩんできたこと」「社会的なุ᩿力にᖜが出てきたこと」などの様々な「利Ⅼにり、それを保ᣢ」

１㸶することを主ᙇしている。 

このような᪂たな利Ⅼをぢᤣえた上で、学校教育に対しては、ある意ではఏ⤫的な教育᪉ἲと

も言える、「仕事(occupation)」を中ᚰにᤣえた教育を「生活のもう一᪉のഃ㠃を௦⾲するような」１９

ものとして導ධしようとする、という༢なるඖ論を㉸えた、ᴟめてኊ大でᅔ㞴なࡡらいがそこに

あったと言えるだろう。 

 
�.デューイࡄࡵࢆる᪥ⓗ≧ἣ 

 それではそこから 100 ᖺ以上が経った現ᅾ、デューイが「⾪ᧁをえた」はずの㏆௦教育、㏆௦学
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校はどうなっているか。ᯇ下(1998)は、⏘業社会化の㐍ᒎが「Ẹ主主義」をಁした一᪉で、「ᅜẸᅜ

ᐙの論理」などによって「Ẹ主主義」の実質が㣗されていったとし、デューイが定していたよう

な「教育とẸ主主義の結合を⏘業社会が用意してくれる」という、ある種のᴦ観的な期待が「ぢ事な

までにษられてしまった」２０とまとめている。 

 とは言え、デューイのᛮ・理論が௦のኚ化によってཧ↷されなくなったというわけではない。

日的な教育ၥ題との関わりについてᑡしだけゐれておきたい。いわࡺる「㛤かれた学校࡙くり」に

向けて 2002 ᖺには「⥲合的な学習の㛫」が導ධされた。すᑿ(2012)は、その内ᐜや᪉ἲのあり᪉

については、「ᑡなからずにおいて、デューイ理論の᥈求である、ၥ題解Ỵ学習にゐれている」２１こ

とを指している。 

 これにかかわって「デューイ教育ᛮのホ౯」というⅬについて言えば、日的な教育ၥ題との

関係においては、例えば✄ⴥ(2003)は、以下にまとめるような༴機ឤを示している。 

デューイの学習理論のうち、いわࡺる「ၥ題解Ỵ学習」が、「学び᪉学習」の「論理的᫂☜化」を

ᨭえるものとしてὀ目されるようになった。「学び᪉学習」の学力へのᙳ㡪・ຠ果は᫂☜ではないが、

それ以上に「᪂しい学力観」として提示される「関ᚰ・意ḧ・ែᗘ」の形成がᙉく意ᅗされている。

しかしこれら「関ᚰ・意ḧ・ែᗘ」が「実質的な知識や理解」という「学力」の形成と定╔を☜実な

ものとするわけではない。結果として、「デューイ教育ᛮが、現௦日ᮏで᥎㐍されようとしている

ࠗ⥲合学習࠘、ࠗ᪂しい学力構㐀論࠘、ࠗ学び᪉学習࠘➼々に᪉ἲ論的᰿ᣐをえる理論として᥇用

される㝈り、ᙼの理論は、日ᮏの子どものప学力化、学力ᔂቯ現象を合理化し、さらには、それを

ಁ㐍する理論的Ṋჾとして用されることになる」２２というように、「デューイ教育ᛮのホ౯」

という㢼₻に対するᢈุを行っている。 

 もちろん、ここまでに☜ㄆしてきたように、(用ㄒの定義にもよるだろうが)例えば✄ⴥが༴して

いる「学力ప下」については、デューイの理論を下ᩜきにすれば、それど༴すべきものではない

とは言えるだろう。 

 とは言え、デューイの教育ᛮや理論が౽利に、あるいは「理論的Ṋჾ」として用される㢼₻は、

㏆ᖺὀ目を集めている「ࣛࣈࢸࢡーニンࢢ」にまつわる㆟論にも一部で☜ㄆされるが、⁁上

(2007)が言ཬしているように、ࣛࣈࢸࢡーニンࢢに関する理論やලయ的実践についてはかなり

ᖜ広いものであり、例えばその中の一つとして「ၥ題解Ỵ学習」もྵまれてはいるが、だからと言っ

てᙜヱ㡿ᇦにおいてデューイの教育ᛮ・理論がᨭ㓄的であるとは言えない。これは、࢟ࣜ࢝ュࣛ

成をྵめた学校㐠営という意合いのᙉい「⥲合的学習の㛫」と、ලయ的なᤵ業実践としての⦆࣒

 。という㐪いになるかもしれない「ࢢーニンࣛࣈࢸࢡ」

 
�.㛤ࢀ㸭㛢ࢀࡉࡊる学校 

 それでは、ึめに設定したၥいにᡠろう。密接に連ᦠをྲྀり合うべき㡯として位置࡙けられて
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いる学校と社会は、果たして「連ᦠ」という⾲現をもって⧅がるべきものたちであるのか。 

 ここまでに☜ㄆしてきたように、ᑡなくともデューイにおける「学校」のあり᪉からは、༢一のᅇ

⟅を導き出すことはできないだろう。ఱᨾなら、その連ᦠ、あるいは「㛤かれた学校」化の᥎㐍とい

った実践が、「ఱのために」行われるものであるかが≉定できないからだ。 

 例えば、学習者における内的⾪ືがᏑᅾしない≧ែで学校が「㛤かれ」ること、あるいはコミュニ

、の᩿∦化にకった、学習者の「社会生活」とは᩿⤯したᆅᇦとの連ᦠなど、それらはいずれもࢸ

客観的基準により༙ばᙉไ的に㛤かれ、⧅ࡆられる実践となるだろう。 

 学校がࢺッ࢘ࢲࣉン᪉式で「㛤かれ」てきた一᪉で、学校は部ศ的に㛢ࡊされてきたとも言える。

それが㜵≢という観Ⅼである。 

 2001 ᖺに大㜰のụ⏣小で起きたඣ❺ẅയ事௳は、学校という場がᴟめて無㜵ഛであるということ

が✺きつけられたのと同に、「外部からのධ」を定しない程に、ᮏ質的に㛢ࡊされた場所であ

ったことがᾋき᙮りにされたと言えよう。 

 2001 ᖺにおきた上グの事௳をཷけ、学校における༴機⟶理࣐ニュࣝが⩣ᖺに出された２３。現

行の༴機⟶理࣐ニュࣝは 2007 ᖺに出された２４ものであるが、Ᏻ・༴機⟶理のための࢙ࢳッࢡ

ࣜスࢺの一例として「Ⓩ下校以外は校門を㛢めるなど、ᩜᆅや校⯋へのධཱྀ➼を⟶理可能なものに

㝈定しているか」２㸳という࢙ࢳッࢡ㡯目が設けられているように、学校はࣜスࢡ⟶理の一つの᪉ἲと

して、物理的な⎔ቃに関して「㛢じる」という᪉向性をもっている。 
 なお、この࣐ニュࣝにおいては「㛢ࡊす」だけでない᪉ἲもまた示されている。Ᏻ対⟇に関し

て「㛤かれた学校࡙くりにດめ、ᆅᇦとのಙ㢗関係を⠏こう」と示されており２㸴、ここでもまた「㛤

かれた学校」という観Ⅼが組み㎸まれていることが☜ㄆされる。 

 これらは相しない。学校という物理的な✵㛫(へのධ)はᙉ力に⟶理し、学校外✵㛫については

学校外の者に㢗る、というⅬで学校という✵㛫の≉Ṧ性・⊂自性が㔜にᙉㄪされていると言って

もいいだろう。 

 
�.デࣔࢩࣛࢡーとࡽࢀࡇの学校 

 ඛに、デューイにおける「学校」やそこで行われる教育が、デューイにおける「社会」のጼと㔜な

ることを示した。 

 ᭱ᚋに、これからの学校のあり᪉について、⏣中(2009)の整理をもとに⪃ᐹしてみたい。 

 デューイにおける「デࣔࣛࢡシー」ᴫᛕは、まず、自の利┈がᮏ質的にはศ離可能であるとい

う前提を基とした「相互利┈」と、たࡺまࡠ者との༠同のなかで「よりよいもの」を目指していく

という「社会的習性」を≉ᚩとしている。ḟに、そこでは「形⪋上学的な位㝵ᴫᛕ」をྰ定するかた

ちでの⣧⢋な「人㛫のᅛ᭷性」が᧦ㆤされている。そして᭱ᚋに、そのようなᅛ᭷性はྛ人の᭷する

「神性(divinity)」であるからこそ、その㢧現を可能とする自由が、そしてその自由を実現するため
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の「デࣔࣛࢡシー」が必要となる、とされている２㸵。 

 もちろん、このようなデューイのデࣔࣛࢡシーᴫᛕを、௦やᩥ化を㉺えてそのまま適用するこ

とは㞴しいだろう。それでも、前述したᯇ下も述べているように「教育とẸ主主義との結合」を目指

したデューイのᛮであり実践は現௦でもなお㔜要な౯್を示しうるものだ。 

 「連ᦠ」や「㛤かれた」といった用ㄒは定╔しながらも、実㝿には物理的にも観ᛕ的にも学校内㸭

外のศ᩿がᙉㄪされている。 

もしくは、内⸨(2009)で指されているように「いじめ」が必然的に生み出されてしまうどに、

学校は㛢㙐的な✵㛫となっている。 

イࣜイࢳのᴫᛕをᩜ⾝するならば、上述したような現象は「学校化された社会」の中で学校が「社

会化」されていくという、言ⴥ㐟びのような構㐀にある。 

それはつまり、連ᦠがቑえるどに学校が㛤かれていくのではなく、一設としての学校が㛤か

れていく一᪉で、ᴫᛕとしての学校は㏫にᅛく㛢ࡊされていくようなᚠ⎔が定されるような構㐀

でもある。 

それは、ただちにṇされるべきものではないかもしれない。しかし、デューイのᛮであり実

践は、これからの௦における学校のጼとして、一つの㔜要なࣔデࣝとなるのではないかと⪃えら

れる。 

 
おࡾࢃに 

デューイによる教育ᛮを☜ㄆしながら、「学校」の日的≧ἣ、あるいはこれからのあり᪉につ

いて⪃ᐹを行ってきた。 

もちろん、デューイにおける「学校」ᴫᛕは、実㦂学校に関するものもྵめれば、ᮏ✏でᢅったも

のだけでなく、より広い㡿ᇦにまたがるものであり、またよりලయ的なものでもある。 

ᮏ✏においては、日的な学校のあり᪉について、いくつかのලయ例を提示するにとどまったが、

デューイがᥥいた「学校」が、日的な≧ἣの中でどのようにすれば実現可能であるのか、あるいは

どのようなⅬで実現されつつあるのか、といったⅬについてはᚋの課題としたい。 
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